




小 嶋 玲 子　　嶋守 さやか　　片 山 伸 子　　青 山 裕 美
The Change of Interest Level of Students Majoring in Early Childhood Care 
and Education through Presentations of “Values of the Profession 
of Childcare and Education” by Nursery School Teachers










































































































































子どもの成長 106 50.2 0.86 95 34.8 0.77 
保護者を支える 35 16.6 0.28 35 12.8 0.28 
大変な仕事 23 10.9 0.19 46 16.8 0.37 
責任のある仕事 23 10.9 0.19 6 2.2 0.05 
やりがいのある 11 5.2 0.09 25 9.2 0.20 
自分の成長 8 3.8 0.07 21 7.7 0.17 
楽しい 1 0.5 0.01 14 5.1 0.11 
四季を感じる 0 0.0 0.00 15 5.5 0.12 
同僚と協力する 0 0.0 0.00 12 4.4 0.10 
その他 4 1.9 0.03 4 1.5 0.03 

















































子どもの成長 164 37.8 1.12 195 24.3 1.34 
子どもの笑顔 110 25.3 0.75 136 16.9 0.93 
自分の成長 32 7.4 0.22 95 11.8 0.65 
保護者とのかかわり 31 7.1 0.21 23 2.9 0.16 
保育技術を活かす 27 6.2 0.18 31 3.9 0.21 
やりがいのある 22 5.1 0.15 80 10.0 0.55 
大変なこと 9 2.1 0.06 13 1.6 0.09 
責任があること 7 1.6 0.05 0 0.0 0.00 
同僚と協力する 5 1.1 0.03 51 6.4 0.35 
子どもの記憶に残る 2 0.5 0.01 46 5.7 0.32 
子どもがこたえてくれる 0 0.0 0.00 58 7.2 0.44 
四季を感じる 0 0.0 0.00 70 8.7 0.48 
その他 25 5.8 0.17 5 0.6 0.03 









































































も上位に移動した人数を左側（  部分）に、事後で順位が下位に移動した人数を 　 の部分、
事前および事後で順位が変わらなかった人数を右側の 　 部分で示した。右端  部分は、事前
か事後のどちらか（or）、あるいは両方（&）の順位未記入の人数である。









Ａ 子どもの成長を見守る 1 1
Ｂ 子どもの笑顔を見る 2 2
Ｃ 自分が成長する　　　　　　↑ 4 3
Ｄ 保護者を支える　　　　　　↓ 6 7
Ｅ やりがいがある 3 3
Ｆ 保育技術を活かす 8 8
Ｇ 子どもの記憶に残る　　　　↓ 7 8
Ｈ 同僚と協力する　　　　　　↑ 8 6
Ｉ 四季を感じる 10 10
Ｊ 努力が報われる　　　　　　↑ 9 8













































Ａ 子どもの成長を見守る 127 720 820
Ｂ 子どもの笑顔を見る 127 976.5 1798.5 *
Ｃ 自分が成長する 122 3446 925 ***
Ｄ 保護者を支える 112 1165 2490 **
Ｅ やりがいがある 120 1776 1464
Ｆ 保育技術を活かす 110 1165.5 2575.5 **
Ｇ 子どもの記憶に残る 110 1386.5 2529.5 *
Ｈ 同僚と協力する 110 3829.5 730.5 ***
Ｉ 四季を感じる 108 528.5 1362.5 **
Ｊ 努力が報われる 110 2675 1241 **



















































子どもの成長 74 32.7 0.56 58 24.2 0.44 
子どもの笑顔 58 25.7 0.44 30 12.5 0.23 
自分の成長 36 15.9 0.27 51 21.3 0.39 
保護者とのかかわり 25 11.1 0.19 13 5.4 0.10 
やりがいのある 10 4.4 0.08 34 14.2 0.26 
新しい気づき 8 3.5 0.06 6 2.5 0.05 
同僚と協力する 3 1.3 0.02 31 12.9 0.23 
大変なこと 2 0.9 0.02 13 5.4 0.10 
その他 10 4.4 0.08 4 1.7 0.03 
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